









































































































































































































































































































































































































































（１） J. Fr. Herbarts Sämtliche Werke, hrsg. von K. Kehrbach, O. Flügel u. Th. 















（８） Vgl. Raabe, P.:Das Protokollbuch der Gesellschaft der freien Männer in 
Jena 1794-1799, in:Festgabe für Eduard Berend zum 75. Geburtstag am 5.
Weimar 1959, S.369-372.








（16）この資料は，Paul Raabe に依拠している。Raabe, P., S.336-383.
（17）「テルプシコレ」とは，ギリシア神話で歌と踊りをつかさどる女神である。
　この詩は，1795年に第一部と第二部が出版されている。
　Vgl. Herder’s Werke, nach den besten Quellen revidirte Ausgabe, Dritter 
Teil（Terpsichore, hrsg. von Heinrich Düntzer, Berlin, 1871-79．










　Vgl. Constitution der Literarischen Gesellschaft zu Jena 1795, in: Marwins-
ki, F.:,, Wahrlich, das Unternehmen ist Kühn...‘‘, S. 111.
（18）ニートハンマーが編集する哲学雑誌に掲載された「シェリングの書簡」とは，
ほぼ間違いなく『独断論と批判論についての哲学的書簡』である。
　Vgl. Schelling, F.W.,: Philosophische Briefe über Dogmatisums und Kriticis-
mus, 1795, in: Historisch-kritische Ausgabe. im Auftrag der Schelling-Kom-
mission der Bayerischen Akademie der Wissenschaften hrsg. von 












　作者のヴィーラント（Christoph Martin Wieland, 1733-1813）が創刊した文芸
誌「Der Neue Teutsche Merkur」には，1793年に「Die Gesellschaft der Freien 
Männer」という論文が掲載されており，創設前の協会に何らかの影響を与えて
いたと考えられる。
　Vgl. K.Str.:Die Gesellschaft der freien Männer, in: Der Neue Teutsche 
Merkur,Weimar 1793, S.105-143.
　ヘルダーとヴィーラントは，協会のメンバーたちにとって身近な存在であった。
ヘルバルトの書簡にも，たびたびその動向が触れられている。Vgl.K.1-S.32.
（21）シラーは，「協会」で繰り返しとり上げられている。
　　ここで朗読された詩は「時間と空間」である。これは今日でもシラーの箴言とし
て，なじみ深いものである。その一部を紹介しよう。
時間の歩みは三重です
ためらいがちに，未来はやってきます
矢のように，現在は飛び去り
永遠は静かに，過去は立ち止まっています
　　（シラー著，小栗孝則訳『シラー瞑想詩集』小石川書房 1949年，187-188頁所収。）
